
  
 

 

 
 
 

 

１２月の主な行事予定 

 ５日（水） 避難訓練 
 ７日（金） 第２回学校保健委員会 

 ＰＴＡ全体会，学級ＰＴＡ 
１０日（月） 英語活動（ＡＬＴ来校）   
１２日（水） 人権教室          
１３日（木） 移動図書，委員会活動 

１５日（土） 東郷地域「教育の日」 
１７日（月） 英語活動（ＧＴ来校）    
２１日（金） 終業式，大掃除，集団下校 
２２日（土） 門松つくり，東郷中５０周年記念式典

       思いやりの心を～１２月は人権を考える月です～ 

                          校 長  森薗 智子 
                        
私が以前勤めていた小学校の運動会での出来事です。３年生のリレーで，バトンを受

けとった男の子Ａ君が，前を走っていた女の子Ｂさんを抜き去りました。その時，Ａ君

の体がＢさんにふれ，Ｂさんがバランスを崩して転びバトンを落としてしまったので

す。Ａ君は後ろを振り返り，さっとＢさんの所まで戻ってバトンを拾って渡し，「ごめ

んね」と謝り，そしてまた何事もなかったかのように走り続けました。もちろんＢさん

も。私はこの光景を今でも鮮明に覚えています。リレーでは１番ではなかったけれど，

この集落の運動会後の反省会では，この話題でもちきりだったとか。「こげん子どもを

育てんにゃいかん」と…。この例だけではなく，学校に勤めているとたくさんの子ども

たちのやさしさや思いやりにふれることができます。でも，それと反対の行動もあり，

残念な思いをすることもあります。「思いやりの心を持つ」ということは，口で言うの

はたやすいのですが，いざ実行となると大人でさえ難しいものです。 
 １２月は人権を考える月です。１２月１０日は，「世界人権デー」，日本ではその前の

１週間１２月４日から１０日までを「人権週間」として，様々な人権に関する取組が展

開されます。また，本校でも，この機会をとらえ校内人権週間を設定し「人権教室」や

「人権標語」などに取り組み，人権についてみんなで考えます。 
 人権の大切さを子どもに説くだけでなく，大人は具体的な行動 
で「思いやり」を示すことが必要です。大人の後ろ姿を見て，子 
どもの人権意識も育っていくのだと思います。 

 １１月２日（金）に学習発表ｄａｙを開催しました。これまで国語やふるさと・コミュニケーショ 
ン科，生活科等で学習したことの発表や朗読，全校音楽の様子を保護者や地域の方々に参観していた 
だきました。いつになくたくさんの参観者の前での発表で緊張している子どももいましたが，自分の 
意見をしっかりと伝えることができました。また，今回は給食試食会も学習発表ｄａｙに併せて実施 
しました。給食の試食だけでなく子どもの給食の様子も参観してくださいました。お母さん方のアン 
ケートでは給食がおいしかったと大好評でした。 

お忙しい中，たくさんの保護者・地域の皆様方に来校いただきありがとうございました。今後も機
会あるごとにぜひ学校に来ていただき，子どもたちの様子を見てくださるようお願いします。 
  
 

 １１月８日（木）に，樋脇・東郷地域なかよ 
し音楽会が開催されました。鳥丸小学校は全校 
で「栄光の架橋」を合奏しました。１学期から 
積み上げた練習の成果を，大勢の方々の前で 
堂々と披露することができました。継続して努 
力することの大切さを，またひとつ感じること 
ができました。 

「学習発表ｄａｙ」参観ありがとうございました 

校内読書週間～毎月十五日（東郷地域教育の日）は親子読書の日です 

校  訓
あかるく 
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たくましく 

 

１２月の生活目標 

   友だちと仲良くしよう 

１２月の保健目標 

   寒さに負けない丈夫な体をつくろう 

樋脇・東郷地域なかよし音楽会 カンガルー事業～大切ないのち～

 １１月２０日（火）に，５・６年生を対象

として自分の「いのち」について考える「い

のちを育む性教育」を行いました。講師は助

産師の山ノ内果（このみ）先生

で，専門家の立場から，自分の

「いのち」が大切に守られ育て

られてきたことについて，分か

りやすく，そして感動的に教え

てくださいました。子どもたち

も命の大切さについて，改めて

考えることができました。 

 
「税に関する作品」書道の部 
  優良賞 ６年 ○○ ○○ 
まちづくりウオッチング絵画コンクール 
  入 選 ２年 ○○ ○○ 

  佳 作 １年 ○○ ○○ 

  佳 作 ２年 ○○ ○○ 

入賞おめでとう 

１１月１２日から１６日まで，校内読書週間を実施しました。２学期の行事がひとだ

んらくしたこの時期に，落ち着いて本を読む習慣づくりをしようと設定してあります。 
この期間は，図書委員会の先生方や児童が中心となって，お気に入りの本の紹介や読

書ビンゴ，お母さん方や担任以外の先生による本の読み聞かせなど，様々なイベントを

企画・運営してくれました。その甲斐あって，子どもたちの読書量もあがってきました。 
今後もさらに読書 

の習慣づくりのため 
に，親子読書などの 
「家読（うちどく）」 
をよろしくお願いし 
ます。 

赤ちゃん重いなあ

おうちの人と一緒に鳥丸カルタ

第８号

平 成 ２ ４ 年 １ １ 月 ２ ２ 日 
薩 摩 川 内 市 立 鳥 丸 小 学 校 
キャッチフレーズ 
「あいさついっぱい 笑顔いっぱい 心を耕す鳥丸小」

自分の意見を堂々と発表できました。 

読み聞かせに聞き入る子どもたち お母さん方や英語の先生による読み聞かせ 

小学生に戻って「いただきます！」 


